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学校法人 わかば学園   

 

 



１、法人の概要（2022.5.1 現在） 

  ①名 称：学校法人わかば学園【昭和４２年３月法人設立】 

 

  ②住所等：大阪府高槻市柳川町１丁目７番１４号 

       電話番号    ０７２－６９６－３２６１ 

       ファックス   ０７２－６９２－２８８３ 

 

  ③設置する学校 

     Ａ．学校の名称：高槻わかば幼稚園 

        住所  ：高槻市柳川町１丁目７番１４号 

        電話番号：０７２－６９６－３２６１ 

       ホームページ  htttp://www2.wakaba-k.ed.jp 

              メールアドレス wakaba@watch.ocn.ne.jp 

     Ｂ．学校の名称：大淀幼稚園 

        住所  ：大阪市北区長柄西２丁目５番２２号 

        電話番号：０６－６３５４－１９７２ 

       ホームページ  htttp://www2.wakaba-k.ed.jp 

              メールアドレス Oyodo@sirius.ocn.ne.jp 

 

  ④理事長氏名：堤 俊憲 

    ※理事６人、評議員１３人、監事２人 定例理事会・評議員会年３回

開催 

 

  ⑤教職員の状況 

    Ａ．高槻わかば幼稚園：教職員２１人（園長１、副園長１、教員１６、 

事務職員１）     

Ｂ．大淀幼稚園   ：教職員  １１人（園長１、教員１０） 

      ※うち、兼務職員それぞれ１（園長） 

 

２、事業の概要（園毎に記載） 

  

本園の教育目標  （高槻わかば幼稚園・大淀幼稚園共通） 

  夢のある楽しい活動や体育活動などを通して豊かな心を育て、脳や感覚、基礎的運 

 動能力の発達をはかり、将来の学習に対応できる十分な力を養うことを本園の教育の 

 目的とする。 

 

Ａ、令和４（２０２２）年度高槻わかば幼稚園の概要  

 ①今年度の教育方針 

保育を「10 の姿」に照らし合わせるとともに、「楽しくなければ幼稚園

ではない。でもそれだけでは教育ではない」というコンセプトを明確に

して保育を行い、そのことを踏まえて園内において研修を行う。また園

内の研修においては他社の保育を共感的に見ることによって相互理解を

深める。「ラビーハウス」において未就園児親子登園を行い、その後 2

歳児クラスなども検討する。 



コロナ禍の中でも可能な限り園内研修をおこなう。 

  ②学年、定員、実員（内訳）学級数（5月 1日現在） 

 

年度 

満３歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 

学級数 園児数 学級数  園児数 学級数  園児数 学級数  園児数 園児数 

定員   ０    ０     ５  125名   ５  175名   ５  175名  475名 

R  1 ０ ０ ６ 136名 ５ 125名 ５ 141名 402名 

R 2 ０ 0 ５ 119名 ５ 138名 ４ 123名 380名 

R 3 0 0 5 113名 4 116名 5 133名 368名 

R 4 0 0 4 100名 4 113名 4 114名 327名 

  ③保育時間 

   ○月～金曜日：午前１０時～午後２時 

   ○土曜日：休園 

   ○月・火・水・金曜日：給食日 

  ④保育料及び諸経費 

   ○保育料：    ２８，０００円／月 

   〇教育充実費    ２，０００円/月 

   ○給食費：     ４，０００円／月 

   ○バス代：        ３，５００円／月 

○教材費：     ２，０００円／年（入園・進級時） 

○水光熱費     ３，５００円／年（８月に納付） 

 

  ⑤入園児の費用 

   ○入 園 料：  １００，０００円 

  ⑥預かり保育 

   ○月～金曜日：午後２時～午後５時３０分まで 

   ○長期休業中の預かり保育あり（夏・冬・春） 

  ⑦行事の実施状況 

   ○４月/始業式、入園式（保護者同伴）、年中組・年長組遠足（枚方パー

ク）、 

    身体測定、避難訓練 

   ○５月/こどもの日お祝い会、保育参観、園外保育、お誕生会、内科検診 

   ○６月/日曜保育参観、総合活動参観、歯科健診、プール初め、個人懇談

会 

       避難訓練、年長組お泊まり保育（奈良）、朝顔の種植え 

   ○７月/七夕まつり、身体測定、お誕生会、終業式、夏期保育、夏休み 

   ○８月/夏休み、下記保育 

   ○９月/始業式、、お月見会、コーナー遊び（年長組） 

      お誕生会（アンサンブル・レネット公演） 

   ○10月/運動会、、年長組・年中組遠足（お芋掘り）、お店屋さんごっこ 

      一日動物村、ハロウィン、新入園児ハロウィン 

   ○11月/年少組遠足（キッズプラザ）、園外保育、お誕生会、 

    チューリップの球根植え 

   ○12月/クリスマス会、年長組園外保育、年少組園外保育、避難訓練、 

            終業式 

   ○１月/始業式、お誕生会（劇団飛行船公演） 



   ○２月/節分豆まき、劇発表会 

   ○３月/ひな祭り会、お誕生会、園児お別れ会、お別れ会（保護者同伴）、 

      卒園式、終了式 

 

  ⑧本年度に行った主な事業、目的 

   ・教職員対象園内研修：絵画指導研修、和太鼓指導研修 

   《施設関係等》 

   全館照明 LED 化工事、北館全保育室床面の張替え、園庭三角形の遊具購

入設置、北館一階廊下改修、跳び箱ロイター板 2 台購入、サイバードリ

ーム 2 台購入、ホールの舞台カーテン設置、職員室及び経理室のプリン

ター購入、園業務の ICT 化のため園児管理システム Brain アプリの購入等 

 

 Ｂ、令和４（２０２２）年度大淀幼稚園の概要 

 ①今年度の教育方針 

「10 の姿」と「5 領域」を折に触れて確認し、バランスの取れた教育・

保育を行う。将来が見通せない不確実な時代にあって未来がどのような

ものであっても十分に適応し、自らの可能性を広げられる創造性を育み、

バランスのとれたような発達を目指す。 

コロナ禍の中でも可能な限り園内研修をおこなう。外部から講師を招

いての研修としてマナー研修を行う。学期ごとに保育の振り返りを行い、

他者の保育を共感的に見ることによって相互理解を深める。 

 

   

  ② 学 年 、 定 員 、 実 員 （ 内 訳 ） 学 級 数    (5 月 1 日 現 在 )                   

      

 満３歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

年度 学級数 園児数 学級数  園児数 学級数  園児数 学級数  園児数  計 

定員 0 ０ １ 25名 ２ 60名 ２ 65名 150名 

R 1 0 0 2 50名 2 61名 2 45名 156名 

R 2 0 0 2 50名 2 46名 2 59名 155名 

R 3 0 0 2 57名 2 50名 2 44名 151名 

R 4 0 0 2 41名 2 55名 2 49名 146名 

 

 ③保育時間 

   ○月～金曜日：午前１０時～午後２時 

   ○土曜日：休園 

   ○月・火・水・金曜日：給食日 

 

  ④保育料及び諸経費 

   ○保育料：    ２８，０００円／月 

   〇教育充実費    ２，０００円／月 

   ○給食費：     ４，０００円／月 

   ○バス代：        ３，５００円／月 

○教材費：     ２，０００円／年（入園・進級時） 



○水光熱費     ３，５００円／年（８月に納付） 

 

  ⑤入園児の費用 

   ○入 園 料：  ８０，０００円 

 

  ⑥預かり保育 

   ○月～金曜日：午後２時～午後５時３０分まで 

   ○長期休業中の預かり保育あり（夏・冬・春） 

 

  ⑦行事の実施状況 

   ○４月/始業式、入園式（保護者同伴）、避難訓練 

   ○５月/保育参観、お誕生日会、園外保育、給食参観 

   ○６月/小運動会、園外保育、造形遊び、内科検診、歯科検診、夏の遊び 

   ○７月/七夕まつり、プール開き、お誕生日会、終業式、夏期保育、夏休

み 

   ○８月/夏休み、夏期保育 

   ○９月/始業式、お月見会、運動会、お誕生日会、避難訓練 

   ○10月/遠足 ハロウィン 

   ○11月/園外保育、お誕生日会 

   ○12月/クリスマス会、なわとび大会、終業式 

   ○１月/始業式、カルタ大会、保育参観、お誕生日会 

   ○２月/生活発表会（劇発表）、 

   ○３月/ひな祭り、卒園式、終了式、お誕生日会（たたくファミリー公演） 

 

  ⑧主な事業、目的 

   《施設関係》 

   ・電子ピアノ 2 台購入、サイバードリーム 2 台購入、園業務の ICT 化の

ため園児管理システム Brain アプリの購入等 

３、財務の概要 

  高槻わかば幼稚園においては園児数の減少がみられる。また大淀幼稚園にお

いても年少 3 歳児の減少がみられる。 

少子化と保護者の保育園志向が影響しているものと思われるが、教育施設と

しての幼稚園の優位性を保護者にアピールする必要がある。 

  財務状況は引き続き堅調であるが懸念材料は人件費の高騰である。 

職員採用は引き続き困難な状況にあるが、処遇改善に努め教育環境をより

良いものにしていく。教育の質を高めることによって選ばれる園になること

を心掛ける。 

  両園ともに借入金もなく経営は順調に推移している。 

 


